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  3一共研一28  大量社会調査データの解析法の基礎的研究
                         統計数理研究所坂元慶行
 社会調査データにはカテゴリカルデータの形式のものが多く，カテゴリカルデータのための
解析手法もまた多い．われわれも，実践的な解析手法の開発をめざして，情報量統計学の立場
からいくつかの解析法を提案してきた．
 情報量統計学とは統計モデルの想定と情報量規準によるその評価という二つの手続きによっ
て現象を解析する統計学である．AICはこのために導入された評価基準の一つであり，最尤モ
デルの中でのモデル選択によって望ましい結果が得られる場合にはAICは有効である．しか
し，このような方法がつねに望ましい結果を与えるとは限らない．たとえば回帰分析で不適切
に高次の多項式回帰モデルを用いたとすると，推定値の不安定やパラメトリック・モデルに固
